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問題冊子
【注意事項】

1 ．試験開始の合図があるまで，この冊子を開いてはいけません。
2．試験時間は，10 時 00 分～ 11 時 20 分の 80 分間です。
3．試験時間中に問題冊子の印刷不鮮明，ページの落丁・乱丁及び解答冊子の汚れ等に気づいた場合は，手を
挙げて監督者に知らせてください。

4．解答用紙は ２枚回収します。 選択した科目の解答用紙を切り取り，解答はすべてそこに記入してください。
5．志望学科・コースの出題科目以外の解答用紙を提出した場合は無効となります。解答にあたっては，当該
科目の掲載ページを確認し，選択間違いのないように十分注意してください。

6．数学，数学ⅠA，物理の解答用紙は両面に解答を記入するようになっていますので注意してください。
7．試験開始の合図があったら，解答用紙に受験地名，受験番号を記入して，解答を始めてください。
8．試験終了の合図と同時に解答をやめてください。

数学･数学ⅠA･英語･理科（物理･化学･生物）･国語
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各科目 100 点の 2科目，合計 200 点を判定で使用します。学科・コース別出題科目は，下表に示すとおりで，
必須科目は●，選択科目は○で示してあります。下表の出題科目の中から 2科目選択してください。ただし，�
（〇※1）で記す数学においては，数学と数学ⅠAを同時に選択することはできません。又，（〇※2）で記す理科
においては，物理，化学，生物を同時に選択することはできません。

推薦入試Ａ日程　スタンダード 2科目型

高得点の 1科目を 2倍した 200 点とし，その他の解答科目 100 点とあわせて，合計 300 点を判定で使用します。

■出題科目� 必須科目●　選択科目○

学部

教科・科目
掲載ページ

数学

英語

理科

国語
数学 数学ⅠA 物理 化学 生物

学科・コース名 P. 4 P. 6
P. 8
～
P.13

P.14
～
P.16

P.18
～
P.20

P.22
～
P.25

P.26
～
P.32

理
学
部

応用数学科 ● ○ ○ ○ ○

基礎理学科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

物理学科 ○ ○ ○ ○ ○

化学科 ○ ○ ○ ○ ○

動物学科 ○ ○ ○ ○ ○

工
学
部

機械システム工学科 ○ ○ ○ ○ ○

電気電子システム学科 ○ ○ ○ ○ ○

情報工学科 ● ○ ○ ○ ○

応用化学科 ○ ○ ○ ○ ○

建築学科 ○ ○ ○ ○ ○
情報理
工学部 情報理工学科 ● ○ ○ ○ ○ ○
生命
科学部 生物科学科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
生
物
地
球

学
部

生物地球学科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
恐竜学科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教
育
学
部

初等教育学科 ○ ○ ○ ○ ○ ○
中等教育学科 ● ●

経営
学部 経営学科 ○ ○ ○ ○ ○ ○
獣医
学部 獣医保健看護学科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

アクティブラーナーズコース ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

推薦入試Ａ日程　高得点科目重視型

※1 ※1

※2 ※2 ※2

※2 ※2 ※2

※2 ※2 ※2

※2 ※2 ※2

※2 ※2 ※2

※2 ※2 ※2

※1 ※1

※1 ※1

※1 ※1

※2 ※2 ※2

※2 ※2 ※2

※1 ※1 ※2 ※2 ※2

※1 ※1 ※2 ※2 ※2
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合否結果と入学手続きの注意事項

本学の合否結果は，受験生の皆様が出願されたシステム「Post@net」によって，ホームページ上でお知らせ
します。
以下は入試要項の「出願・受験から合格・入学まで」に記載されていることですが，勘違いや間違いが散見

されます。たとえば，入学手続きの書類が大学から送られてくると勘違いし，期限までに手続きをせず，手続
き締切後に大学に問い合わせをしてくることなどです。この場合は締切後となりますので対応はできません。
手違いのないように，ここであらためて注意事項を記しておきます。
入学手続きにつきましては，入試要項や大学ホームページ「合格者のみなさまへ」に掲載しているマニュアル
にしたがって，おこなってください。
くれぐれも期限内に入学手続きをおこなっていただくようお願いします。

・合格通知書，振込依頼書，手続き関係書類は郵送されません。

・納付金の納入を期日までに行わなかった場合，いかなる場合も入学資格を失います

のでご注意ください。

以下手続きの確認です。

１ ．合格通知書のダウンロード方法
Post@net にログインし，［出願内容の確認］⇒［合否結果照会］⇒［合否照会］⇒［合格通知書ダウンロード］
でダウンロードできます。印刷も可能です。「合格通知書」のダウンロード期間は，合格発表日午前 10：00
より令和 ７年 ３月 ３１ 日までです。
※アパート等の契約などで必要な場合がありますので，必ずダウンロードしてください。

２．振込依頼書のダウンロード方法
Post@net にログインし，［出願内容の確認］⇒［入学手続］⇒留意事項に同意後，自分が手続きする入
試区分の［支払い］ボタンを押す⇒支払い内容の選択画面が表示され，ダウンロードする振込依頼書を選
択して，［次へ］⇒［振込依頼書印刷］で印刷 ⇒ 金融機関に持参し納入してください。
本入試の納付金納入期日については，以下のとおりです。

一次手続き締切日：令和 6年 12 月 16 日（月）
二次手続き締切日：令和 6年 12 月 26 日（木）

※納付金の納入を期日までに行わなかった場合，入学辞退したものとみなします。
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解答欄には答えを導く途中の式も含めて書くこと。

次の問いに答えよ。

（ 1 ）　（x-1）（x-2）（x+3）（x+4）を展開せよ。

（ 2 ）　log3 2025 の整数部分を求めよ。

（ 3 ）　f（x）=x2-1，g（x）=xとする。このとき，

f′（a）・
1

a

g（x）dx20

を満たす aの値の範囲を求めよ。

iABC において，その面積を Sとする。次の問いに答えよ。

（ 1 ）　CA=1，AB=2，sin A= 1
2 のとき，Sの値を求めよ。

（ 2 ）　CA=2，AB=3，cos（B+C）= 1
4 のとき，辺 BC の長さを求めよ。

（ 3 ）　iABC は鈍角三角形であり，CA=AB=2，S= 4
3 7 を満たすとき，辺 BC の長さを求め

よ。

初項 3，公比 4 の等比数列 {an }を考える。以下，

Sn=a1+a2+a3+……+an，Tn= 1
a1
+

1
a2
+

1
a3
+……+ 1

an

とするとき，次の問いに答えよ。

（ 1 ）　S5 を求めよ。

（ 2 ）　Tnを求めよ。

（ 3 ）　bn= SnTn（n=1，2，3，……）とする。数列 {bn }の一般項を求めよ。

1

2

3

［数－ 1］ ＜数　 　学＞

数

学
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数
学
Ⅰ
Ａ

解答欄には答えを導く途中の式も含めて書くこと。

次の問いに答えよ。

（ 1 ）　（x-1）（x-2）（x+3）（x+4）を展開せよ。

（ 2 ）　90°1i1180° とする。sin i= 2
3 のとき，cos iと tan iの値を求めよ。

（ 3 ）　 2 次方程式 x2+2ax+3a+10=0 が異なる 2 つの実数解をもつような定数 aの値の範囲を

求めよ。

（ 4 ）　9ABC において，AB=8，AC=7，+B=60°，外心が9ABC の外部にあるとき，辺 BC

の長さを求めよ。

（ 5 ）　赤玉 3 個，白玉 2 個を 2 つの組に分けるとき，分け方は何通りあるかを求めよ。

実数 aについて，次の問いに答えよ。

（ 1 ）　a=3 のとき，（a-1）2 の値を求めよ。

（ 2 ）　（a-1）2=7 を満たす aの値をすべて求めよ。

（ 3 ）　（a-1）2E3 を満たす aの値の範囲を求めよ。

1

2

＜数学ⅠＡ＞［数ⅠA－ 1］
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次の文章の（　①　）～（　⑩　）に適切な語句，数値，文字式を入れよ。なお，解答欄の 

〔　　〕の中には適切な単位（記号）を記せ。

（ 1 ）　体積V〔m3〕で一様な密度の物体を水に浮かべたとき，物体の体積の半分が水面下に沈んだ。

水の密度を t〔kg/m3〕，重力加速度の大きさを g〔m/s2〕としたとき，物体が受ける浮力の大

きさは（　①　）であり，物体の質量は（　②　）となる。

（ 2 ）　導体に電圧を加えると電流が流れ，その電流の大きさと電圧は比例関係にある。この関係を

（　③　）という。ある導線の両端に 2.0 Vの電圧をかけたところ，0.50 Aの電流が流れた。

導線の抵抗値 Rは（　④　）であり，導線の消費電力は（　⑤　）である。導線の断面積を

2.5# 10-7 m2，長さを 1.0 mとしたとき，この導線の抵抗率 tは（　⑥　）となる。

（ 3 ）　図は，x軸上を正の向きに進む振動数 5.0 Hzの正弦波の，時刻 t= 0 sのときの波形を表し

ている。この波の振幅は（　⑦　），波長は（　⑧　），周期は（　⑨　），速さは（　⑩　）

である。

y〔m〕

1.0

0

変位

位置

-1 .0

0 . 6
1 . 2

1 . 8
2 . 4

x〔m〕

1

＜物　 　理＞［物－ 1］

物

理
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図のように，なめらかな水平面上に，厚みが一定で質量Mの板が置かれている。板の上に質量m

の物体をのせる。物体と板の間の動摩擦係数を n'，重力加速度の大きさを gとし，また，板は十分

に長く，物体は板の上からは落ちないものとして，以下の問いに答えよ。なお，必要な記号があれ

ば各自で定義し，答えを導く過程も記述せよ。

最初，板は水平面に固定されているものとする。物体に大きさ v0 の初速度を与えたところ，物

体はしばらく板上をすべり，静止した。

（ 1 ）　物体が板から受ける垂直抗力の大きさを求めよ。

（ 2 ）　物体の運動方程式を記せ。

（ 3 ）　物体が板上をすべり始めてから，静止するまでの時間を求めよ。

次に，板と水平面の固定を解除した。静止した板上に置かれた物体に，再び大きさ v0 の初速度

を与えたところ，物体は板上を，板は水平面上をすべり始めた。一定の時間が経過後，両者は一体

となって水平面上を運動した。

（ 4 ）　物体が板上をすべり始めてから，両者が一体となって運動するまでの時間を求めよ。

物体

板

2

［物－ 2］

物

理
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温度がそれぞれ tA〔℃〕，tB〔℃〕，tC〔℃〕で，熱容量の異なる物体 A，B，C がある。最初に，

A と C を接触させて熱平衡状態になったのち，A と C を離した。このとき，A の温度は 40℃下が

り，C の温度は 16℃上昇した。続けて，B と C を接触させて熱平衡状態になったとき，B の温度は

2℃上昇し，さらに C の温度は 10℃下がった。このとき，両者の温度は 80℃であった。ただし，

熱の移動は接触している物体の間だけで行われるものとして，以下の問いに答えよ。なお，必要な

記号があれば各自で定義し，答えを導く過程も記述せよ。

（ 1 ）　tA，tB，tC を，それぞれ求めよ。

（ 2 ）　A，B，C の熱容量を CA〔J/K〕，CB〔J/K〕，CC〔J/K〕としたとき，CA，CB をそれぞれ CC

で表せ。

（ 3 ）　B と C を接触させたまま，さらに A を接触させ， 3 者が熱平衡状態になったときの温度 t〔℃〕

を求めよ。

3

［物－ 3］

物

理
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物質の構成に関する次の文章を読み，後の問いに答えよ。

物質は，複数の物質からなる（　①　）と 1 種類の物質からなる（　②　）に分けられる。

さらに，（　②　）は，複数の種類の元素からなる（　③　）と 1 種類の元素からなる（　④　）に

分けられる。（　④　）で，性質の異なるものを互いに同素体という。

（ 1 ）　（　①　）～（　④　）にあてはまる最も適切な語句を（ア）～（エ）から選び，記号で

記せ。ただし，同じ記号を複数回用いてはならない。

（ア）　化合物	 （イ）　単体	 （ウ）　純物質	 （エ）　混合物

（ 2 ）　（ア）～（ク）の物質の組み合わせで，互いに同素体であるものを 4 組選び，記号で記せ。

（ア）　水素と重水素	 	 （イ）　水と氷

（ウ）　黒鉛とダイヤモンド	 （エ）　一酸化炭素と二酸化炭素

（オ）　酸素とオゾン	 	 （カ）　黄リンと赤リン

（キ）　斜方硫黄とゴム状硫黄	 （ク）　鉛と亜鉛

1

＜化　 　学＞［化－ 1］

化

学
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物質と化学結合に関する次の文章を読み，記述の正しいものに〇を，誤っているものに×を記せ。

（ 1 ）　共有結合は，非金属元素の原子どうしが電子対を出し合ってつくる結合である。

（ 2 ）　金属結合は，自由電子による原子どうしの結合である。

（ 3 ）　配位結合は，結合のできる過程は共有結合と異なるが，できた結合は共有結合とまったく

同じで区別できない。

（ 4 ）　イオン結合はかなり強い結合であるので，イオンからなる物質（イオン結晶）は，一般に

融点が高く，硬い。強い力を加えても結晶は割れにくい。

（ 5 ）　イオンからなる物質（イオン結晶）は電気を導かないが，融解したり，水に溶かしたり

すると電気を導くようになる。

（ 6 ）　分子からなる物質（分子結晶）はすべて分子どうしの水素結合で引き合ってできている。

そのため，分子結晶は融点が低く，やわらかい。

（ 7 ）　分子からなる物質（分子結晶）は電気を導かないものが多いが，融解して液体になると

電気を導くようになる。

（ 8 ）　共有結合の結晶は一般に融点が非常に高く，硬いものが多い。水に溶けにくく，電気を

導かないものが多い。

2

［化－ 2］

化

学
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エタノールの燃焼に関する次の文章を読み，後の問いに答えよ。ただし，原子量は H：1.00，

C：12 .0，O：16 .0 とし，数値の答は有効数字 3 桁で記せ。

0.500 mol のエタノール C2H6Oを完全燃焼させると，水と二酸化炭素が生じた。

（ 1 ）　0.500 mol のエタノールの質量〔g〕を求めよ。

（ 2 ）　エタノールの完全燃焼を化学反応式で記せ。

（ 3 ）　この反応で生成する水と二酸化炭素の質量〔g〕をそれぞれ求めよ。

（ 4 ）　0 ℃，1.013×105 Pa（標準状態）における，この反応で生成する二酸化炭素の体積〔L〕を

求めよ。

3

［化－ 3］

化

学
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次の文章の（　①　）～（　⑳　）にあてはまる適切な語句を入れよ。

・生体内で起こる様々な化学反応を（　①　）といい，それぞれの反応は酵素とよばれるタンパク

質によって促進されている。室温ではほとんど進行しない化学反応でも，酵素が（　②　）とし

て作用することで反応が促進される。酵素の反応速度が最も高くなる温度と pH を，それぞれ

（　③　）温度と（　③　）pH という。細胞の中には多くの種類の物質が存在するが，酵素は

それぞれ決まった物質（基質）としか反応しない，（　④　）という性質をもつ。酵素が基質と

結合する部分を（　⑤　）という。

・生体には，病原体などの異物の侵入を防いだり，侵入した異物を除去したりする生体防御のしく

みがある。生体防御のうち，体内に侵入した異物を非自己として認識し，除去するしくみを免疫

という。免疫は，生まれつき備わっている（　⑥　）免疫と，異物を特異的に認識してはたらく

（　⑦　）免疫に分けられる。（　⑥　）免疫では，体内に侵入した異物の排除に好中球や

（　⑧　），樹状細胞などの（　⑨　）がはたらく。また，（　⑨　）のほかに，病原体に感染した

細胞やがん細胞などを認識して，その細胞を直接攻撃，排除する，（　⑩　）とよばれるリンパ

球も存在する。

・二酸化炭素から有機物を合成するはたらきを（　⑪　）という。光エネルギーを利用して行う

（　⑪　）を（　⑫　）という。植物は，細胞小器官の（　⑬　）で（　⑫　）を行っている。

（　⑫　）では，光エネルギーを利用して（　⑭　）というエネルギーの受け渡しを行う物質が

合成され，その（　⑭　）のエネルギーを利用して有機物が合成される。一方，呼吸では，有機

物が分解される過程で取り出されたエネルギーを用いて（　⑭　）が合成される。呼吸が行われ

る細胞小器官は（　⑮　）である。

・ある地域にもともと生息している生物を（　⑯　）という。生態系では，（　⑯　）どうしが長

い年月をかけて，食物連鎖をさらに複雑な網目状の関係とした（　⑰　）を構築している。この

生態系の中で上位の捕食者として位置し，生態系のバランスの維持に大きく関与する生物種を

（　⑱　）とよぶ。また，他地域から本来の分布域ではない地域に，人為的に移入され，定着した

生物を（　⑲　）という。（　⑲　）の移入により，（　⑯　）が絶滅の危機に追いやられる事例

が生じている。現在，絶滅のおそれのある生物種は，その絶滅の危険度とともに（　⑳　）とい

うリストにまとめられている。

1
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次の文章を読み，後の問いに答えよ。

遺伝情報は，DNA に記録されている。
（ア）

細胞がもつ DNA は，細胞が分裂して増殖する過程に

おいて
（イ）

複製されて， 2 つの細胞に等しく分配される。このように，DNA が正確に複製される

過程と，複製された DNA が 2 つの細胞に均等に分配される過程が繰り返されることを（　①　）

という。

個々の細胞の中では，DNA の遺伝情報（塩基配列）は，
（ウ）

RNA に写し取られ，
（エ）

RNA の塩

基配列をもとにアミノ酸がつながれることで，タンパク質が合成される。このように，遺伝情報が

DNA から RNA を経てタンパク質に一方向へ伝達される，とする考え方を（　②　）という。

遺伝情報はアミノ酸配列を指定するが，個々のアミノ酸を一文字のアルファベットで表記するこ

とができる（アミノ酸の一文字表記）。そのため，DNA の塩基配列をもちいてアルファベットの

文字列を暗号化することができる。例えば，次の
（オ）

人工 DNA の塩基配列（鋳型ではない鎖）　は，

ある英単語を暗号化している。どんな単語だろうか。

CACGCTCCACCTTAC

（ 1 ）　文章中の（　①　），（　②　）にあてはまる適切な語句を入れよ。

（ 2 ）　下線部（ア）について，体細胞がもつ 1 対の相同染色体のうち，どちらか一方の組に含まれ

るすべての遺伝情報のことを何とよぶか，名称を答えよ。

（ 3 ）　（　①　）は，G1 期，G2 期，M 期，S 期の 4 つの時期に分けられる。これらの時期が起こ

る順番を，G1 期を先頭にして記せ。

（ 4 ）　下線部（イ）に関して，DNA の複製は，（　①　）の G1 期，G2 期，M 期，S 期のうち，

どの時期に行われるか，答えよ。

（ 5 ）　下線部（ウ）の過程の名称を答えよ。

（ 6 ）　下線部（エ）の過程の名称を答えよ。

2
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（ 7 ）　下線部（オ）の塩基配列を写し取った RNA の塩基配列を記せ。また，その塩基配列の左端

から，遺伝暗号表にしたがってアミノ酸配列に変換せよ。ただし，解答欄には，各アミノ酸を

アルファベット一文字で表記した文字列を記入せよ。（例えば，「セリン・プロリン・トレオニ

ン」の場合は「SPT」と記入する。）

遺伝暗号表（一部抜粋）　［  ］内はアミノ酸の一文字表記

1 文字目 2 文字目 3 文字目C A

U

UCU

セリン［S］

UAU チロシン［Y］ U
UCC UAC C
UCA UAA 終止 A
UCG UAG G

C

CCU

プロリン［P］

CAU ヒスチジン［H］ U
CCC CAC C
CCA CAA グルタミン［Q］ A
CCG CAG G

A

ACU

トレオニン［T］

AAU アスパラギン［N］ U
ACC AAC C
ACA AAA リシン［K］ A
ACG AAG G

G

GCU

アラニン［A］

GAU アスパラギン酸［D］ U
GCC GAC C
GCA GAA グルタミン酸［E］ A
GCG GAG G

［生－ 3］
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次の文章を読み，後の問いに答えよ。

ある場所の
（ア）

植生は，時間とともに移り変わり，一定の方向性をもって変化していく。溶岩など

の裸地から
（イ）

草原へ変わり，低木林，陽樹林を経て，陰樹林となる遷移を一次遷移という。厳しい

環境である裸地に最初に見られる植物のことを（　①　）植物という。遷移によって，陰樹を中心

とした森林となり，大きな変化を示さない状態を（　②　）という。一方，山火事や伐採などに

よって森林が大きく破壊された状態から始まる遷移を二次遷移という。また，（　②　）林であっ

ても，台風などによって林冠に（　③　）とよばれるすき間ができることで二次遷移が始まり，モ

ザイク状に陽樹が林冠に達した混交林となることがある。このように，植生は環境条件に合わせて

変化するが，
（ウ）

人の手が入ることで植生がある状態に維持されることがある。

（ 1 ）　文章中の（　①　）～（　③　）にあてはまる適切な語句を入れよ。

（ 2 ）　二次遷移は一次遷移より速く進行するが，その理由を簡潔に説明せよ。

（ 3 ）　下線部（ア）について，生育する植物の生活が非生物的環境を変化させることで，遷移が進

行する。このような作用のことを何というか，答えよ。

（ 4 ）　下線部（イ）について，世界には，相観が草原として維持されているバイオームがある。そ

のようなバイオームの名称を 1 つ答えよ。また，草原が維持されている理由を簡潔に答えよ。

（ 5 ）　下線部（ウ）について，日本で古くから見られる里山では，薪を燃料に，落ち葉を肥料に利

用するために雑木林が維持されてきた。戦後，多くの雑木林が放置されたが，放置された雑木

林に関する記述として適切なものを，次の（a）～（e）から 1 つ選び，記号で答えよ。

（a）　一次遷移によって陽樹林になる。

（b）　一次遷移によって陰樹林になる。

（c）　二次遷移によって陽樹林になる。

（d）　二次遷移によって陰樹林になる。

（e）　遷移による変化は起きない。

3
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＜ 国 　  　 語＞

漢 字 に 関 す る 次 の 問 い に 答 え よ 。

問 一 、 ① ～ ⑤ の 傍 線 部 の カ タ カ ナ を 漢 字 に 改 め 、 楷 書 で 大 き く 丁 寧 に 記 せ 。

①　 ウ ト ま し く 思 う 。　　　　　　　　　 ②　 ダ ラ ク し た 幹 部 た ち 。

③　 登 校 マ ギ ワ に 宿 題 を 思 い 出 し た 。　　 ④　 四 月 の 人 事 イ ド ウ 。

⑤　 危 機 を ダ ッ キ ャ ク し た 。

問 二 、 ① ～ ⑤ の 傍 線 部 の 漢 字 の 読 み を 平 仮 名 で 記 せ 。

①　 悪 の 権 化 と 戦 う 。　　　 ②　 山 の 麓 の 村 。　　　　 ③　 一 国 の 元 首 。

④　 計 画 の 大 綱 を 示 す 。　　 ⑤　 相 手 を 詰 問 し た 。
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次 の 文 章 を 読 み 、 後 の 問 い に 答 え よ 。

は じ め て 訪 れ た 場 所 で 、 人 は ど う す べ き だ ろ う か 。 そ も そ も 何 も 気 に せ ず 自 分 の し た い よ う に す る

人 も い る だ ろ う し 、 ど う す れ ば そ の 場 所 に な じ め る か を 考 え る 人 も い る だ ろ う 。 ア メ リ カ の 作 家 バ

リ ー ・ ロ ペ ス が ア ラ ス カ で 出 会 っ た 先 住 民 は 、 知 ら な い 土 地 に 来 た ら ま ず 「 耳 を 傾 け る 」 と い う 。 こ

こ に 来 た の に は 理 由 が あ り 、 自 分 は こ う し た い の だ が 、 そ れ に つ い て ど う 思 う か と 土 地 に た ず ね る と

い う の で あ る 。 言 う ま で も な く 、 こ れ は 新
、

世
、

界
、

に 自 ら の 欲 望 を 押 し つ け 侵 略 し た ヨ ー ロ ッ パ 人 の 態 度

と は ま っ た く 異 な る 。

土 地 や 海 に 「 意 見 を 求 め る （propose ） 」 こ と は 、 自 ら の 欲 求 を 「 押 し つ け る （impose ） 」 の と は 対

照 的 な 行 為 で あ る 。 も ち ろ ん 意 見 を 求 め る と い っ て も 、 土 地 や 海 は 人 間 の 言 葉 を 話 す わ け で は な い 。

し か し 、 だ か ら と い っ て 、 人 は 環 境 と 対 話 で き な い と 考 え る の は 短 絡 的 だ 。 ノ ー ベ ル 賞 受 賞 作 家 Ｊ ・

Ｍ ・ ク ッ ツ ェ ー は 、 『 動 物 の い の ち 』 （ 一 九 九 九 年 ） で 理 性 の 限 界 に 言 及 し 、 「 他 の 存 在 の 立 場 に な っ

て 考 え て み ら れ る 範 囲 に 限 界 は あ り ま せ ん 。 共 感 的 な 想 像 力 に 限 界 は な い の で す 」 と 記 し て い る 。

「 共 感 的 な 想 像 力 」 は 、 人 間 と 環 境 を 分 け 隔 て る 理 性 的 思 考 に 囚
と ら

わ れ ず 、 環 境 へ と 分 け 入 る こ と が で

き る 。
環 境 の 危 機 と は 、 突 き 詰 め れ ば 、 Ａ の 危 機 で あ る 。 森 林 伐 採 の 破 壊 的 な 進 行 は 、 市 場 価 値

の 高 い 作 物 の プ ラ ン テ ー シ ョ ン に す る た め に 森 を 切 り 開 い た ら ど う な る か を 想 像 し な か っ た 、 あ る い

は で き な か っ た 、 い や 、 そ れ 以 前 に 、 森 が ど う 思 う か と い う こ と に 想 像 力 が 及 ば な か っ た か ら に ほ か

な ら な い 。 同 様 の こ と は 、 工 場 排 水 の 垂 れ 流 し に よ る 水 質 汚 染 、 生 産 性 向 上 の た め の 化 学 肥 料 の 使 用

に よ る 土 壌 の 衰 弱 、 大 量 に 生 産 ・ 消 費 ・ 廃 棄 さ れ る プ ラ ス チ ッ ク 製 品 に よ る 海 洋 汚 染 や マ イ ク ロ プ ラ

ス チ ッ ク 問 題 を は じ め 、 枚 挙 に い と ま が な い 。 環 境 問 題 は 、 海 や 土 や 森 や 大 気 へ の 「 共 感 的 想 像 力 」

の 欠 如 が 招 い た 結 果 だ と い っ て も 過 言 で は な い 。

意 外 だ と 思 わ れ る か も し れ な い が 、 環 境 問 題 へ の 一 般 的 関 心 の 高 ま り に は 文 学 が 関 わ っ て い る 。

Ｂ 、 ア メ リ カ で は レ イ チ ェ ル ・ カ ー ソ ン 『 沈 黙 の 春 』 （ 一 九 六 二 年 ） が 、 日 本 で は 石
い し

牟
む

礼
れ

道

子 『 苦 海 浄 土 』 （ 一 九 六 九 年 ） が 契 機 と な り 、 環 境 問 題 へ の 意 識 が 高 ま り 社 会 が 動 い た 。 文 学 が 環 境

へ の 想 像 力 を 喚 起 し た の で あ る 。

環 境 へ の 関 心 は 自 然 と 生 じ る わ け で は な い 。 実 体 験 、 身 近 な 人 の 話 、 心 を 揺 さ ぶ る 読 書 体 験 な ど 、

無 関 心 が 関 心 へ と 変 わ る き っ か け は 人 に よ っ て さ ま ざ ま だ ろ う が 、 共 通 す る の は 物
ス ト ー リ ー

語 の は た ら き で

あ る 。 問 題 と な っ て い る 事 象 が 実
、

感
、

を 伴 う か た ち で 意 識 化 さ れ る と き 、 つ ま り 自 分 ご と と し て と ら え

ら れ る と き 、 そ こ に は 物 語 が 介 在 し て い る 。 物 語 は 他 者 へ の 共 感 を 促 し 、 活 動 的 な 生 に よ る 一 つ の 世

界 の 制 作 へ 誘 う の で あ る 。

と は い え 、 物 語 で あ れ ば 何 で も 実 感 や 共 感 を も た ら す と い う わ け で は な い 。 「 実 感 」 と い う 言 葉 は 、

英 語 で は make sense （ 「 意 味 を 成 す 」 と い う 意 味 ） が そ れ に あ た る 。 環 境 思 想 家 デ イ ヴ ィ ッ ド ・ エ イ

ブ ラ ム に よ れ ば 、 真 に 「 意 味 を 成 す 」 物 語 は 、 「 感 覚 を 活 性 化 す る （enliven the senses ） 」 。 物 語 に

よ っ て 感 覚 が 呼 び 覚 ま さ れ 、 頭 で わ か る と い う よ り も Ｃ ― ― 文 字 ど お り 、 腑
ふ

に 落 ち る ― ― と

き 、 私 た ち は 実 感 を も っ て 問 題 と 向 き 合 い は じ め る 。 知 っ て は い て も 、 遠 く の 出 来 事 だ っ た り ス ケ ー

ル が 大 き す ぎ た り し て 実 感 が わ か な か っ た 問 題 に 関 し て 、 想 像 力 が は た ら き は じ め る の だ 。
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高 度 経 済 成 長 の 負 の 遺 産 で あ る 四 大 公 害 病 に つ い て は 、 誰 も が 教 科 書 で 学 ん だ 程 度 の 知 識 を も っ て

い る が 、 こ の う ち 水
み な ま た び ょ う

俣 病 だ け が 今 も な お ア ク チ ュ ア ル な 問 題 と し て 論 じ ら れ て い る の は 、 水 俣 病 問

題 が 『 苦 海 浄 土 』 と い う す ぐ れ た 物 語 を 得 た か ら で は な い だ ろ う か 。 『 苦 海 浄 土 』 で 石 牟 礼 は 、 チ ッ

ソ 水 俣 工 場 が 象 徴 す る 「 近 代 」 と い う 「 途 方 も な い 化 物 を 心 や さ し い 物 語 り 世 界 に 編 み 替 え て 魂 を 吹

き こ 」 ん だ 。 文 学 的 技 巧 を 駆 使 し て 水 俣 病 問 題 が 腑 に 落 ち る 世 界 を 仕 立 て た か ら こ そ 、 『 苦 海 浄 土 』

は 出 版 か ら 半 世 紀 以 上 経
た

っ た 現 在 で も 人 び と の 心 を 揺 さ ぶ り 、 共 感 的 想 像 力 を 掻
か

き 立 て て い る の で あ

る 。 「 有 機 水 銀 を 何 と か し て 表 現 し た か っ た が 、 実 に 非 文 学 的 で な じ ま な か っ た 」 と い う 石 牟 礼 の 回

想 に う か が え る よ う に 、 水 俣 病 問 題 が 腑 に 落 ち る 物 語 は 、 試 行 錯 誤 を 経 て 結 晶 化 し た 文 学 的 想 像 力 の

産 物 に ほ か な ら な い 。

こ う し た 文 学 と 環 境 の 関 係 を 研 究 す る の が エ コ ク リ テ ィ シ ズ ム で あ り 、 本 書 は そ の 実 践 の 一 端 を 示

す も の で あ る 。

エ コ ク リ テ ィ シ ズ ム は 、 一 九 九 〇 年 前 後 の ア メ リ カ で 若 手 文 学 研 究 者 を 中 心 に 生 み 出 さ れ た 批 評 理

論 で あ る 。 二 〇 一 〇 年 代 後 半 、 若 き 気 候 変 動 活 動 家 グ レ タ ・ ト ゥ ー ン ベ リ は 、 議 論 を 重 ね る ば か り で

一 向 に 腰 を 上 げ な い 社 会 に 対 し て ア ク シ ョ ン を 起 こ し た 。 エ コ ク リ テ ィ シ ズ ム も 、 地 球 環 境 問 題 に 何

の 反 応 も 示 さ な い 旧 態 依 然 と し た 文 学 研 究 に 疑 問 を も っ た 研 究 者 が 、 「 環 境 」 と い う 視 座 を 文 学 研 究

に 導 入 し た こ と で 生 ま れ た の で あ る 。 そ れ か ら 三 十 年 以 上 が 経 つ が 、 エ コ ク リ テ ィ シ ズ ム は 落 ち 着 く

ど こ ろ か 多 様 に 変 化 し 続 け て い る 。 そ れ は こ の 研 究 分 野 に お け る 環 境 の と ら え 方 の 変 化 と も 関 わ っ て

い る 。 エ コ ク リ テ ィ シ ズ ム 形 成 期 は 、 〈 自 然 〉 と り わ け 原
ウ ィ ル ダ ネ ス

生 自 然 に 関 心 が 向 け ら れ て い た が 、 そ の 後 、

環 境 問 題 は 人 種 差 別 や 経 済 格 差 と い っ た 社 会 問 題 と 切 り 離 せ な い と い う 認 識 が 広 が る に つ れ 、 都 市 を

含 む 〈 環 境 〉 に 研 究 関 心 が 移 っ て い っ た 。 二 一 世 紀 に 入 る と 、 地
ロ ー カ ル

域 固 有 の 環 境 問 題 に 国
ト ラ ン ス ナ シ ョ ナ ル

境 横 断 的 な 影

響 力 を 読 み 取 る 視 点 が 顕 著 に な っ た 。 気 候 変 動 や 人 新 世 （ 注 ） に 関 す る 議 論 が 進 む 現 在 、 従 来 の 地 球

観 を 更 新 す る 〈 惑 星 〉 を め ぐ る 文 学 が 着 目 さ れ て い る 。

（ 結 城 正 美 『 文 学 は 地 球 を 想 像 す る 』 に よ る 。 一 部 表 記 を 改 め た ）

（ 注 ）� 人 新 世 … … ノ ー ベ ル 化 学 賞 受 賞 者 の パ ウ ル ・ ク ル ッ ツ ェ ン の 提 唱 で 、 人 間 の 活 動 の 痕 跡 が 、 地 球 の

表 面 を 覆 い 尽 く し た 年 代 を 称 し た も の 。

（ 字 数 制 限 の あ る 問 い で は 、 句 読 点 や 記 号 を 字 数 に 含 め る ）

問 一 、 傍 線 部 ア 「 土 地 や 海 に 「 意 見 を 求 め る （propose ） 」 」 と は ど う す る こ と か 。 具 体 的 に 述 べ た 箇

所 を 解 答 欄 に 合 う よ う に 抜 き 出 し 、 最 初 と 最 後 の 五 字 を 記 せ 。

問 二 、 Ａ に 当 て は ま る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を （ ア ） ～ （ オ ） か ら 選 び 、 記 号 で 答 え よ 。

（ ア ）　 知 性　　 （ イ ）　 理 性　　 （ ウ ）　 活 動 力　　 （ エ ）　 想 像 力　　 （ オ ）　 経 済 力

問 三 、 Ｂ に 当 て は ま る 語 と し て 最 も 適 当 な も の を （ ア ） ～ （ オ ） か ら 選 び 、 記 号 で 答 え よ 。

（ ア ）　 な ら ば　　 （ イ ）　 さ ら に　　 （ ウ ）　 た と え ば　　 （ エ ）　 し か し　　 （ オ ）　 で は
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問 四 、 傍 線 部 イ 「 物
ス ト ー リ ー

語 の は た ら き 」 と あ る が 、 ど の よ う な は た ら き か 。 二 十 五 字 程 度 で 記 せ 。

問 五 、 Ｃ に 当 て は ま る 語 句 と し て 最 も 適 当 な も の を （ ア ） ～ （ オ ） か ら 選 び 、 記 号 で 答 え よ 。

（ ア ）　 記 憶 に 残 っ て し ま う　　 （ イ ）　 身 体 の 芯 か ら 納 得 す る　　 （ ウ ）　 理 屈 で 理 解 で き る

（ エ ）　 身 体 で 感 じ ら れ る　　　 （ オ ）　 あ り あ り と 目 に 浮 か ぶ

問 六 、 本 文 の 内 容 に 合 致 す る も の を （ ア ） ～ （ オ ） か ら 一 つ 選 び 、 記 号 で 答 え よ 。

（ ア ）　 ア ラ ス カ の 先 住 民 の 態 度 か ら 分 か る よ う に 、 西 洋 世 界 は 自 然 を 支 配 の 対 象 と し て き た 。

（ イ ）　 『 苦 海 浄 土 』 の よ う に 優 れ た 文 学 が 存 在 し な け れ ば 、 私 達 が 公 害 問 題 を 知 る こ と は な

か っ た 。

（ ウ ）　 文 学 研 究 で エ コ ク リ テ ィ シ ズ ム が 提 唱 さ れ た の は 、 グ レ タ ・ ト ゥ ー ン ベ リ の 影 響 が 大

き い 。

（ エ ）　 エ コ ク リ テ ィ シ ズ ム は 社 会 問 題 も 視 野 に 入 れ た 環 境 の 問 題 に 関 心 を 広 げ て い っ た 。

（ オ ）　 人 新 世 や 気 候 変 動 の 問 題 を 取 り 扱 わ な い 文 学 は 文 学 と は 言 え な い 時 代 が こ れ か ら く る 。
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次 の 文 章 を 読 み 、 後 の 問 い に 答 え よ 。

十 年 ほ ど 前 に 脳 出 血 を 起 こ し て か ら 、 筆 者 に は 構 音 障 害 （ 注 １ ） が 出 て い る 。 ロ レ ツ が 回 ら な い の で

あ る 。 発 音 が 不 明 瞭 ら し く 、 周 囲 の 人 々 に 言 葉 が 通 じ に く い 。 そ れ で も 昨 年 連 れ 合 い に 先 立 た れ る ま

で は 日 常 会 話 の 機 会 も 多 く 、 同 じ 発 音 を 二 度 三 度 と 繰 り 返 し て 何 と か 意 思 を 通 じ さ せ る こ と が で き た 。

話 す 方 は そ ん な 有 様 だ っ た が 、 書 く 方 は ま だ ま し だ 。 な る ほ ど 調 音 器 官 （ 注 ２ ） に は 多 少 の 制 約 は あ る

が 、 幸 い 右 手 だ け で パ ソ コ ン の キ ー は 打 て る し 、 文 章 は 頭 に 浮 か ん で 来 る か ら 、 文 章 を 書 く 速 度 が 遅

く な っ た く ら い で 特 に 支 障 は な い 。

と こ ろ が 最 近 気 が 付 い た 事 実 な の だ が 、 ど う や ら 構 音 障 害 は 日 々 進 行 す る ら し い 。 人 と 対 話 す る 回

数 が め っ き り 少 な く な る に つ れ て 、 発 音 器 官 は も と よ り 発 声 す る た め の 口 唇 筋 肉 も あ ま り 使 わ な く な

る の で 、 い わ ば Ａ の は 致 し 方 な い こ と は 当 然 か も し れ な い 。 筆 者 も ま た 、 泣 き 言 を 並 べ よ う

と も 思 わ な い 。 い ず れ 筆 者 の リ ハ ビ リ 生 活 に お い て 処 理 す べ き 問 題 で あ る 。

そ れ よ り も 、 筆 者 が 上 の 個 人 的 体 験 を 通 じ て 気 が 付 い た 一 つ の 顕 著 な 言 語 事 象 が あ る 。 一 見 些
さ

細
さ い

な

事 柄 の よ う に 見 え て 、 ひ ょ っ と し た ら 意 外 に 根 深 く 伸 び 広 が り 、 言 語 の 構 造 の 深 奥 に 通 底 し て い る か

も 知 れ な い 。 ロ レ ツ が 回 ら な く な る と 特 定 の 子 音 の 調 音 が 難 し く な り 、 何 種 類 か の 母 音 の 発 音 が 相 互

に 区 別 し に く く な る 。

い つ だ っ た か 、 脳 卒 中 で 倒 れ た 故 大 島 渚
な ぎ さ

氏 の リ ハ ビ リ 中 の 姿 を テ レ ビ で 実 況 し た こ と が あ っ た 。

元 気 な と こ ろ を 見 せ る つ も り か 日 頃 の 愛 唱 歌 を 歌 っ て も ら っ た の だ が 、 結 果 は 惨
さ ん

澹
た ん

た る も の で 、 気 の

毒 で 胸 が 痛 く な る ほ ど だ っ た 。 オ ン チ そ の も の だ っ た の で あ る 。 無 理 も な い 。 高 低 の 音 程 を 正 確 に 出

す た め に は 口
こ う

腔
こ う

の ふ く ら み を 適 宜 調 節 し な け れ ば な ら な い の だ が 、 構 音 障 害 と 同 一 の メ カ ニ ズ ム で 筋

肉 の 調 節 機 能 が 不 具 合 に な る の だ ろ う 。

発 話 の 場 合 に は 、 口 腔 機 能 に 運 動 の 制 約 が 生 じ 、 特 に 舌 ・ 口 唇 で は 顕 著 に 運 動 範 囲 の 縮 小 や 速 度 低

下 が 見 ら れ る 。 舌 や 口 唇 の 動 き が 遅 い の に 、 発 話 ス ピ ー ド は 変 わ ら な い か ら 、 前 後 の 音 が 繋 が り 、 発

話 の 明 瞭 度 は 曖 昧 に な り が ち だ 。 だ か ら 、 「 か 」 が 「 が 」 、 「 ら 」 が 「 だ 」 に 入 れ 替 わ っ た り 、 濁 音 が

す べ て 鼻 音 化 す る よ う な 周 知 の 発 音 の 混 乱 が 日 常 茶 飯 化 す る の で あ る 。

問 題 は そ の 先 だ 。 筆 者 が さ き に い さ さ か 仰 々 し く 「 一 つ の 顕 著 な 言 語 事 象 」 と 呼 ん だ も の が こ こ で

に わ か に 姿 を 顕
あ ら わ

す 。

人 間 は い つ ま で も 構 音 障 害 が 出 て い る ま ま で 、 つ ま り 怪 し げ な ロ レ ツ の ま ま で 、 言 葉 を 思 考 の 道 具

と し て 使 い こ な す こ と が で き る だ ろ う か 。 構 音 障 害 が 生 じ る の は 、 た し か に 災 禍 で あ ろ う が 、 考 え よ

う に よ っ て は 一 つ の 奇 貨 で も あ っ て 、 普 通 な ら 滅
め っ

多
た

に お 目 に 掛 か る こ と の な い レ ア な 言 語 空 間 の 光 景

が 片
へ ん

鱗
り ん

を 覗
の ぞ

か せ る か も し れ な い 。

な る ほ ど ロ レ ツ が ど う 回 ら な い か は 人 に よ っ て い ろ い ろ で あ る に 違 い な い 。 そ こ に も 個 体 差 が あ る

わ け だ 。 一 つ 一 つ に 独 自 か つ 固 有 の 偏
へ ん

癖
ぺ き

が あ っ て 「 個 体 差 」 を 持 っ て い る か ら も ち ろ ん 一 概 に は 論 じ

ら れ な い 。 し か し そ の 反 面 、 そ れ ら の 多 様 な 差 異 、 一 人 一 人 で 顕 れ 方 を 異 に す る 数
あ ま た

多 の 具 体 例 の 総 体

を 対 象 化 し て い る よ う な 概 念 を 想 定 で き な い も の だ ろ う か 。 無 障 害 の ま ま 歯 ・ 口 蓋 ・ 舌 ・ 唇 で な ど で

調 音 さ れ 、 口 腔 で 共 鳴 す る 清 直 な 言 語 表 現 に 対 立 す る 、 い わ ば 《 拗
す

ね た Ｂ 》 と で も い っ た よ

う な 。

三

ア

［国－ 5］

国

語

2
0
2
5
-
s
m
a
s
h
-
推
薦
A
日
程
-
2
日
目
-
国
語
-
問
題
.
i
n
d
d
 
 
 
3
0

2
0
2
5
-
s
m
a
s
h
-
推
薦
A
日
程
-
2
日
目
-
国
語
-
問
題
.
i
n
d
d
 
 
 
3
0

2
0
2
4
/
1
0
/
1
5
 
 
 
1
0
:
5
4
:
2
6

2
0
2
4
/
1
0
/
1
5
 
 
 
1
0
:
5
4
:
2
6



31

何 だ か 小 難 し い 説 明 に な っ て し ま っ た が 、 じ つ は こ の よ う な 言 語 表 現 が 普 通 で な い こ と は 、 当 の 構

音 障 害 者 自 身 が い や ほ ど 分 か っ て い る の で あ る 。 ち ょ う ど い つ ま で も 訛
な ま

り の 取 れ な い 人 間 が 、 常 に 自

分 の 言 葉 遣 い は 周 囲 と 違 う と 意 識 さ せ ら れ る の と 同 じ こ と だ 。 こ の 辺 の 複 雑 微 妙 な 言 語 心 理 を た く み

に 言 い 取 っ て い る の が 、 井 上 ひ さ し の 小 説 『 吉
き

里
り

吉
き

里
り

人
じ ん

』 で あ る 。 ど う し て も 方 言 が 抜 け き ら ず 、 差

別 さ れ っ ぱ な し の 人 間 の 悲 哀 が 面 白 お か し く 書 か れ て い る 。 た と え ば 作 中 で 例 示 さ れ て い る 「 住 友 銀

行 」 と 「 三 菱 商 事 」 。 本 人 は 正 則 な 発 声 で ス ミ ト モ ギ ン コ ウ 、 ミ ツ ビ シ シ ョ ウ ジ と 言 っ て い る つ も り

で も 、 ど う し て も ス ン ミ ド ン モ ジ ン コ 、 ミ ン ヅ ビ ン ジ ソ ー ジ に な っ て し ま う の で あ る 。

構 音 障 害 者 の 場 合 は や や 事 情 を 異 に す る 。 現 実 に 口 か ら 出 る 言 葉 は い か に 拗 ね た も の で あ ろ う と も 、

か つ て 同 じ 口 か ら 発 し て 万 人 に 聞 き 取 ら れ た 正 則 な 音 声 の 響 き が あ り あ り と 耳 底 に 残 っ て い る 。 言 い

か え れ ば 、 今 自 分 が 発 し て い る 音 声 連 鎖 （ 記 号 表 現 ） は 、 自 分 が 言 表 し よ う と し て い る 意 味 （ 記 号 内

容 ） と か け 違 っ て い る 。 言 い た い こ と と 聞 い て も ら っ て い る こ と と の 間 に 、 い つ も 越 え が た い ギ ャ ッ

プ が 横 た わ る 。 こ れ が ロ レ ツ が 回 ら な く な っ た 者 の 悲 哀 で あ る 。

― だ が 、 以 上 は 決 し て た だ の 愚 痴 で は な い 。 筆 者 が こ の と こ ろ 味 わ っ て い る こ の 奇 妙 な 体 験 は 、 も

ち ろ ん い ろ い ろ マ イ ナ ス で は あ る が 、 反 面 ま た 、 ゆ く り な く も 言 語 の 原 初 的 な 聴
・

覚
・

性
・

と い う こ と を 再

考 さ せ る 機 縁 を 開 い て く れ た の だ 。

初 め に 聴 覚 あ り き 。 わ れ ら の 内 耳 の 底 深 く 棲
せ い

息
そ く

す る 蝸
か

牛
ぎ ゅ う

に は 、 か つ て 正 確 に 構 音 さ れ た 音 声 連 鎖

の 記 憶 が 端 正 な 聴 覚 心 象 と し て 今 も 貯 蔵 さ れ て い る の か も し れ な い 。 ち ょ う ど そ こ に 向 か っ て 限 り な

く 近 づ い て は ゆ く が 、 決 し て 到 達 す る こ と の な い 極 限 の よ う に 。

こ こ で い き な り 「 聴 覚 性 」 な ど と い う ト ピ ッ ク を 持 ち 出 す と 、 何 を 今 更 わ か り き っ た こ と を い う か

と お 叱 り を 蒙
こ う む

る か も し れ な い 。 言 語 の 習 得 は 、 言 葉 を 耳 で 聞 き 取 っ て 口 で 話 す プ ロ セ ス か ら 始 ま る 。

の み な ら ず あ ら ゆ る 言 語 過 程 の 根 幹 に は そ れ が あ る 。 い わ ば 「 耳 こ と ば 」 が 全 体 を 通 底 し て い る 。 言

語 文 化 が ど ん な 形 を 取 ろ う と 、 切 っ て も 切 れ ぬ 関 係 で 、 必 ず そ れ に 遍 在 し て い る の が 「 耳 こ と ば 」 性

つ ま り 聴 覚 的 要 素 な の で あ る 。

（ 野 口 武 彦 『 言 葉 と 声 音 』 に よ る 。 一 部 表 記 を 改 め た ）

（ 注 １ ）� 構 音 障 害 … … 構 音 （ 調 音 ） 器 官 の 器 質 的 ・ 機 能 的 な 障 害 や 神 経 の 障 害 に よ っ て 、 語 音 を 正 し く 発

音 で き な い 状 態 。

（ 注 ２ ）� 調 音 器 官 … … 舌 や 口 蓋 な ど 、 声 帯 よ り 上 の 音 声 器 官 を 動 か し て 個 々 の 音 を 発 す る こ と を 調 音 と い う 。

医 学 系 で は 調 音 を 構 音 と 呼 ぶ 。

（ 字 数 制 限 の あ る 問 い で は 、 句 読 点 や 記 号 等 を 字 数 に 含 め る ）

問 一 、 Ａ に 当 て は ま る 語 句 と し て 最 も 適 当 な も の を （ ア ） ～ （ オ ） か ら 選 び 、 記 号 で 答 え よ 。

（ ア ）　 錆
さ

び 付 く　　 （ イ ）　 焦 げ 付 く　　 （ ウ ）　 焼 き 付 く

（ エ ）　 い ら つ く　　 （ オ ）　 だ ぶ つ く

問 二 、 傍 線 部 ア 「 奇 貨 」 と あ る が 、 「 構 音 障 害 が 生 じ る 」 こ と を 筆 者 が 「 奇 貨 」 と 考 え る の は な ぜ か 。

そ の 理 由 を 述 べ た 箇 所 を 解 答 欄 に 合 う よ う に 文 中 か ら 抜 き 出 し 、 最 初 と 最 後 の 五 字 を 記 せ 。
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問 三 、 Ｂ に 当 て は ま る 語 句 を 文 中 か ら 五 字 以 内 で 抜 き 出 し て 記 せ 。

問 四 、 傍 線 部 イ 「 構 音 障 害 者 の 場 合 は や や 事 情 を 異 に す る 」 と あ る が 、 こ の こ と を 説 明 す る も の と し

て 最 も 適 当 な も の を （ ア ） ～ （ オ ） か ら 選 び 、 記 号 で 答 え よ 。

（ ア ）　 構 音 障 害 に よ る 発 声 の 不 明 瞭 さ は 口 腔 機 能 の 運 動 の 制 約 な ど が 原 因 で あ り 、 方 言 に よ

る 訛 り と は 原 因 が 異 な っ て い る 。

（ イ ）　 『 吉 里 吉 里 人 』 の 登 場 人 物 は 人 々 の 口 か ら 発 せ ら れ る 正 則 な 発 音 を 自 分 の 耳 で 聞 き 取

る こ と が で き る が 、 構 音 障 害 者 に は そ れ が 難 し い 。

（ ウ ）　 『 吉 里 吉 里 人 』 の 登 場 人 物 は 訛 り の 取 れ な い 発 声 を し て し ま う が 、 そ れ は 構 音 障 害 者

の 「 ロ レ ツ が 回 ら な い 」 状 態 と は 異 な っ て い る 。

（ エ ）　 構 音 障 害 者 は か つ て 自 分 で 発 し て い た 正 則 な 発 声 を 耳 で 記 憶 し て い る が 、 『 吉 里 吉 里

人 』 の 登 場 人 物 に は そ の よ う な 記 憶 は 無 い 。

（ オ ）　 方 言 に よ る 訛 り の 取 れ な い 発 声 は 周 囲 の 人 々 に は 聞 き 取 る こ と は で き る が 、 構 音 障 害

の 場 合 は 聞 き 取 れ な い こ と が あ る 。

問 五 、 傍 線 部 ウ 「 初 め に 聴 覚 あ り き 」 と は ど の よ う な こ と か 。 三 十 字 程 度 で 記 せ 。

問 六 、 本 文 の 内 容 に 合 致 す る も の を （ ア ） ～ （ オ ） か ら 一 つ 選 び 、 記 号 で 答 え よ 。

（ ア ）　 構 音 障 害 に な る と 、 自 分 の 発 声 が 正 則 な 発 声 と ど の よ う に 違 っ て い る の か を う ま く 認

識 で き な く な る 。

（ イ ）　 『 吉 里 吉 里 人 』 は 構 音 障 害 者 の 悲 哀 と 、 そ の 複 雑 微 妙 な 言 語 心 理 を 巧 み に 描 き だ し た

小 説 で あ る 。

（ ウ ）　 構 音 障 害 に な る と 、 口 腔 機 能 の 運 動 の 制 約 な ど に よ り 、 周 知 の 発 音 の 混 乱 が ま れ に 生

じ る 。

（ エ ）　 「 ロ レ ツ が 回 ら な い 」 状 態 を 、 個 体 差 も 含 め て 総 体 的 に 対 象 化 し う る 概 念 は ま だ 存 在

し な い 。

（ オ ）　 筆 者 は 構 音 障 害 を 患 っ た こ と で 、 文 章 を 書 く こ と に つ い て も 大 き な 困 難 を 感 じ る よ う

に な っ た 。
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